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但
馬
地
域
の
救
急
医
療
の
大
き
な
特
徴
で
す
。

こ
う
し
た
医
療
体
制
を
「
病
院
前
救
急
診
療
」

と
呼
び
ま
す
が
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
は
早
期
に
患
者

さ
ん
の
治
療
を
始
め
ら
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

事
前
に
病
院
ス
タ
ッ
フ
と
情
報
を
共
有
し
、
搬
送

後
の
緊
急
手
術
や
Ｃ
Ｔ
検
査
、
輸
血
な
ど
に
素
早

く
ス
ム
ー
ズ
に
つ
な
げ
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
そ
の
結

果
、一命
を
取
り
止
め
、
重
い
後
遺
症
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
る
ケ
ー
ス
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

救
急
医
療
で
は
搬
送
時
間
の
短
縮
が
救
命
率

に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
影
響
し
ま
す
。
例
え
ば
、
心
肺

　

公
立
豊
岡
病
院
但
馬
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
は
、

重
症
の
救
急
患
者
さ
ん
に
も
対
応
で
き
る
医
療
設

備
を
備
え
た
、
但
馬
地
域
唯
一の
救
急
医
療
機
関

で
す
。
24
時
間
3
6
5
日
体
制
で
患
者
さ
ん
を

受
け
入
れ
、
救
急
搬
送
さ
れ
る
患
者
数
は
年
間
６

５
０
０
人
を
超
え
ま
す
。

　

非
常
に
広
い
地
域
を
対
象
と
し
て
い
る
た
め
に

生
じ
て
し
ま
う
の
が
、
搬
送
時
間
の
長
さ
の
問
題

で
す
。
救
急
車
が
当
セ
ン
タ
ー
に
着
く
ま
で
に
、

１
時
間
以
上
か
か
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
解
決
策

と
し
て
、
2
0
1
0
年
か
ら
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
ド

ク
タ
ー
カ
ー
が
医
師
や
看
護
師
を
乗
せ
て
出
動
す

る
基
地
病
院
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
消

防
機
関
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
現
場
へ
と
向
か
い

ま
す
が
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
場
合
は
、
医
療
器
材

を
搭
載
し
た
機
内
で
救
急
救
命
処
置
に
あ
た
り

な
が
ら
搬
送
し
ま
す
。
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
場
合

は
、
ひ
と
足
早
く
到
着
し
て
い
る
救
急
車
に
現
場

で
同
乗
、
あ
る
い
は
途
中
で
合
流
し
、
医
師
の
介

入
を
早
め
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
「
現
場
か
ら
治
療

を
開
始
で
き
る
体
制
」
を
構
築
し
て
い
る
こ
と
は
、

停
止
状
態
の
患
者
さ
ん
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
エ
ー
イ
ー
デ
ィ

ー
）
を
使
用
し
て
も
心
臓
の
機
能
が
正
常
に
戻
ら

な
い
場
合
、
病
院
に
搬
入
後
Ｅ
Ｃ
Ｍ
Ｏ（
エ
ク
モ
）

に
よ
る
蘇
生
手
段
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の

際
1
分
遅
れ
る
ご
と
に
8
～
10
％
死
亡
率
が
上
が

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

豊
岡
道
路
2.
0
㎞
の
開
通
に
よ
り
、
当
セ
ン
タ

ー
か
ら
１
、
２
分
の
距
離
に
あ
る
豊
岡
出
石
Ｉ
Ｃ

が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
こ
れ
ま
で
は
但

馬
空
港
Ｉ
Ｃ
で
高
速
道
路
を
下
り
て
病
院
ま
で

５
、
６
分
か
かって
い
た
時
間
が
、
約
8
～
10
分
は

短
縮
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
心
肺
停
止
の
患

者
さ
ん
の
搬
送
は
年
間
で
1
8
0
～
2
0
0
件
は

あ
り
、
そ
の
約
20
％
程
度
は
Ｅ
Ｃ
Ｍ
Ｏ
を
必
要
と

す
る
た
め
、
豊
岡
道
路
は
但
馬
地
域
の
救
急
医
療

に
大
き
く
貢
献
す
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
救
急
科
専
門
医
20
名

の
体
制
で
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
出
動
件
数
は
年
間

2
0
0
0
件
、
ド
ク
タ
ー
カ
ー
は
2
5
0
0
件
に

及
び
ま
す
。
症
例
も
豊
富
な
た
め
、
全
国
か
ら

救
急
救
命
の
研
修
に
訪
れ
る
若
手
の
医
師
も
多

く
、
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョン
を
維
持
し
た
環
境
で
、

救
急
医
療
の
質
の
向
上
に
挑
ん
で
い
ま
す
。

北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
の
整
備
で
は
、こ
れ
ま

で
2
0
2
0
年
の
日
高
豊
岡
南
道
路
の
開
通
に

よ
り
、
養
父
市
や
朝
来
市
と
の
間
で
当
セ
ン
タ
ー

ま
で
の
30
分
圏
域
が
格
段
に
広
が
り
ま
し
た
。
今

後
、
豊
岡
道
路
Ⅱ
期
の
整
備
が
進
み
、
山
陰
近
畿

自
動
車
道
と
結
ば
れ
る
と
、
香
美
町
、
新
温
泉

町
に
も
さ
ら
に
30
分
圏
域
が
広
が
り
、
よ
り
安
心

な
救
急
医
療
体
制
が
提
供
で
き
る
と
大
変
期
待

し
て
い
ま
す
。

豊岡市長

わ
ず
か
１
分
間
の
違
い
で

助
か
る
命
が
あ
る

救急集中治療科
（但馬救命救急センター）
センター長

関貫 久仁郎 氏永嶋 太 氏

公立豊岡病院
組合立豊岡病院

　

豊
岡
市
は
県
下
の
市
町
で
最
も
面
積
が
広
く
、

そ
の
約
80
％
を
山
林
が
占
め
る
と
い
う
自
然
環
境

に
恵
ま
れ
た
人
口
約
7
・
7
万
人
の
地
方
都
市
で

す
。

　

全
国
的
に
人
口
減
少
が
進
む
中
、
豊
岡
市
と
し

て
は
コ
ウ
ノ
ト
リ
に
関
す
る
施
策
を
代
表
に
、
こ

の
地
に
し
か
な
い
価
値
を
高
め
、
世
界
中
の
人
々

か
ら
尊
敬
さ
れ
る
「
小
さ
な
世
界
都
市
」の
実
現

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
加
え
て
、
D
X
推

進
に
よ
る
行
政
の
効
率
化
に
よ
り
、
市
民
が
「
豊

岡
に
暮
ら
し
て
良
か
っ
た
」と
実
感
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
、
最
も
重
要
な
の
は
、

市
民
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
環
境
を
つ
く
る

こ
と
で
す
。
北
近
畿
豊
岡
自
道
車
道
の
延
伸
は
そ

う
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
促
進
し
、
未
来
の
豊
岡
市

の
基
盤
と
な
る
も
の
で
す
。

　

ま
ず
、
市
民
の
安
心
を
支
え
る
機
能
と
し
て
、

浸
水
な
ど
の
災
害
時
に
代
替
道
路
と
な
り
、
地
域

間
の
移
動
や
物
資
輸
送
を
可
能
に
す
る
危
機
管
理

体
制
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
三
次
緊
急
医
療
機
関
で
あ
る
公
立
豊
岡

病
院
但
馬
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
へ
の
緊
急
搬
送
や

ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
運
用
に
よ
る
医
療
介
入
時
間
の

短
縮
も
実
現
し
〝
い
の
ち
の
道
〟
も
拡
大
さ
れ
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
豊
岡
道
路
と
連
携
し
て
整
備
さ
れ
た

県
道
但
馬
空
港
線
沿
線
の
土
地
を
「
コ
ウ
ノ
ト
リ

豊
岡
産
業
用
地
」と
し
て
整
備
し
、
豊
岡
出
石

I
C
の
供
用
開
始
に
合
わ
せ
た
、
用
地
分
譲
を

進
め
て
い
ま
す
。
産
業
振
興
や
雇
用
創
出
を
通

し
、
地
域
の
活
力
を
一層
向
上
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

市
全
域
が
「
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
」
に
含
ま

れ
る
豊
岡
市
は
、
特
徴
的
な
地
質
や
地
形
を
背

景
に
、
特
色
あ
る
歴
史
と
文
化
が
育
ま
れ
て
き
ま

し
た
。
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
生
息
地
、
水
質
も
透
明
度

も
関
西
屈
指
の
竹
野
浜
海
水
浴
場
、
外
湯
め
ぐ
り

で
知
ら
れ
る
城
崎
温
泉
、
ス
キ
ー
場
が
あ
る
神
鍋

高
原
、
但
馬
の
小
京
都
と
称
さ
れ
る
出
石
地
域
、

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ま
つ
り
の
但
東
地
域
な
ど
、
観
光
資

源
が
豊
富
で
す
。

　

観
光
来
訪
者
は
、
そ
の
80
％
が
関
西
圏
の
お
客

様
で
す
。
豊
岡
道
路
の
開
通
は
、
京
阪
神
地
域
か

ら
市
内
観
光
地
ま
で
の
所
要
時
間
の
短
縮
や
、
近

隣
の
観
光
地
と
の
周
遊
を
促
し
ま
す
。
そ
れ
に
よ

り
観
光
の
利
便
性
が
高
ま
る
だ
け
で
な
く
、
多
様

化
す
る
旅
行
形
態
へ
対
応
し
、
観
光
地
と
し
て
の

質
が
ま
す
ま
す
高
く
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
物
流
時
間
の
短
縮
で
、
地
域
で
と
れ
た

海
産
物
や
農
産
物
の
速
や
か
な
流
通
、
販
路
拡
大

や
地
域
の
P
R
に
も
つ
な
が
り
、
地
場
産
業
の
成

長
や
新
た
な
雇
用
創
出
も
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

近
年
、
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
新
た
な
担
い
手

と
し
て
民
間
主
体
の
役
割
が
拡
大
し
つつ
あ
る
中

で
、
市
と
し
て
も
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用

し
、
今
後
様
々
な
民
間
事
業
者
と
連
携
し
て
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

広
い
地
域
の
要
請
に
対
応
す
る

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
ド
ク
タ
ー
カ
ー

道
が
つ
な
が
り
交
流
が
広
が
る

も
っ
と
輝
く
豊
岡
市
へ

住
み
続
け
た
く
な
る
安
心
感
と

地
元
で
働
く
環
境
を
創
出

豊岡市Toyooka City

Toyooka City

「小さな世界都市」の実現へ
弾みをつける交通基盤

搬
送
時
間
の
短
縮
が
救
命
率
を
上
げ
る

救
急
医
療
の
最
前
線

北近畿豊岡自動車道の
早期全線開通に大きな期待

豊
岡
道
路
の
開
通
で

さ
ら
に
頼
れ
る
救
急
医
療
拠
点
に

出動回数全国1位のドクターヘリと24時間 365日運航している
ドクターカー
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掲
げ
る
「
地
域
貢
献
・
未
来
創
造
」
に
役
立
つ
事

業
拡
大
を
図
って
ま
い
り
ま
し
た
。

2
0
2
4
年
に
開
港
30
周
年
を
迎
え
た
但
馬

空
港
で
は
、
開
港
当
初
か
ら
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
内

の
カ
ウ
ン
タ
ー
業
務
や
保
安
管
理
、
滑
走
路
内
で

の
誘
導
や
燃
料
補
給
な
ど
の
作
業
に
携
わ
っ
て
い

ま
す
。
近
年
で
は
竹
田
城
の
休
憩
処
「
山
城
の

郷
」
を
は
じ
め
地
域
の
運
動
公
園
や
ス
ポ
ー
ツ
施

設
な
ど
の
指
定
管
理
業
務
も
受
託
し
て
い
ま
す
。

北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
の
整
備
が
進
む
に
つ

れ
、
高
速
バ
ス
の
運
行
所
要
時
間
は
短
縮
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
2
0
0
6
年
の
和
田
山
Ｉ
Ｃ
供
用

全
但
バ
ス
は
、
１
９
１
７
年（
大
正
６
年
）に
創

業
し
、
バ
ス
事
業
を
基
幹
と
す
る
交
通
事
業
を
一

世
紀
に
わ
た
り
営
ん
で
い
ま
す
。
現
在
、
但
馬
全

域
を
走
る
一
般
路
線
バ
ス
が
34
路
線
1
5
0
系

統
、
但
馬
地
域
と
大
阪
間
を
往
復
す
る
高
速
バス

を
１
日
８
往
復
、
神
戸
間
を
５
往
復
、
加
え
て
５

市
町
内
を
運
行
す
る
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
バ
ス
を
8
路

線
99
系
統
運
行
し
、
主
要
な
営
業
所
と
し
て
、

八
鹿
、
豊
岡
、
湯
村
温
泉
の
3
拠
点
を
置
い
て
い

ま
す
。

一般
路
線
バ
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、
特
に

朝
夕
の
通
学
や
通
院
な
ど
に
欠
か
せ
な
い
交
通
機

関
で
す
。
ま
た
、
大
阪
・
神
戸
と
結
ぶ
高
速
バ
ス

は
観
光
の
お
客
様
も
多
く
ご
乗
車
さ
れ
て
い
ま

す
。
始
発
は
城
崎
温
泉
と
湯
村
温
泉
で
す
が
、

但
馬
地
域
の
バ
ス
停
を
き
め
細
か
く
走
る
ル
ー
ト

も
設
け
、
地
元
の
皆
様
が
大
阪
・
神
戸
に
お
出
掛

け
に
な
る
際
に
も
、
行
き
に
帰
り
に
便
利
に
ご
利

用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
但
馬
の
皆
様
の
生
活
に
密
着
し
て

事
業
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
中
で
、
企
業
理
念
に
も

の
際
に
は
約
35
分
、
そ
の
後
も
八
鹿
氷
ノ
山
Ｉ
Ｃ
、

日
高
神
鍋
高
原
Ｉ
Ｃ
、
但
馬
空
港
Ｉ
Ｃ
の
供
用
で

10
分
ほ
ど
縮
ま
り
、
今
回
の
豊
岡
道
路
開
通
に
よ

って
ま
た
4
、
5
分
ほ
ど
縮
ま
る
と
、
従
来
と
比

べ
て
50
分
程
度
の
時
間
短
縮
が
実
現
し
ま
す
。

全
但
バ
ス
で
は
、
降
雪
な
ど
の
影
響
に
よ
る
鉄

道
の
運
休
や
但
馬
空
港
か
ら
伊
丹
空
港
へ
の
便
が

欠
航
す
る
よ
う
な
場
合
に
、
バ
ス
に
よ
る
代
替
輸

送
を
担
って
い
ま
す
。
そ
の
際
に
も
、
但
馬
空
港

と
は
但
馬
空
港
Ｉ
Ｃ
を
利
用
し
て
大
変
便
利
に
ア

ク
セ
ス
で
き
ま
す
し
、
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道

は
、
除
雪
体
制
も
効
率
化
さ
れ
て
い
て
、
高
規
格

道
路
の
頼
も
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

速
く
快
適
に
走
行
で
き
る
こ
と
は
、
お
客
様
の

利
便
性
の
向
上
と
あ
わ
せ
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
勤

務
時
間
や
運
行
ス
ト
レ
ス
軽
減
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
ま
た
、
道
路
が
延
び
れ
ば
ド
ラ
イ
バ
ー
の
通

勤
圏
も
広
が
り
、
近
年
の
課
題
で
あ
る
労
働
問
題

に
も
効
果
が
あ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
が
さ
ら
に

延
び
、
山
陰
近
畿
自
動
車
道
に
連
結
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
全
但
バ
ス
で
は
「
ら
く
旅
」
と
い
う

但
馬
地
域
か
ら
全
国
各
地
の
観
光
地
へご
案
内
す

る
バ
ス
ツ
ア
ー
を
提
供
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ル
ー

ト
・
目
的
地
に
も
新
た
な
企
画
の
可
能
性
が
生
ま

れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
但
馬
地
域
を
東
西
南
北

に
結
ぶ
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
完
成
す
れ
ば
、

大
阪
・
神
戸
の
み
な
ら
ず
、
鳥
取
方
面
や
京
都
方

面
か
ら
の
お
客
様
も
増
加
し
ま
す
。
そ
れ
に
合
わ

せ
て
将
来
的
に
は
、
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
用
し
た
但
馬
内
を
運
行
す
る
急
行
バス
も
検
討

し
、
地
域
発
展
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

速
く
快
適
に
走
行
で
き
る

高
規
格
道
路
の
効
果
は
大
き
い

養
父
市
は
、
10
年
後
の
未
来
像
に
「
豊
か
で
持

続
可
能
な
ス
マ
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
の
共
創
」
を
掲

げ
、
人
の
温
か
み
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
先
端
的

な
デ
ジ
タ
ル
技
術
も
大
い
に
活
用
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。
全
国
初
の
「
中
山
間
地
域

の
農
業
改
革
を
め
ざ
す
国
家
戦
略
特
区
」
で
も

あ
り
、
農
業
生
産
法
人
の
誘
致
や
若
い
世
代
の
農

業
の
担
い
手
を
積
極
的
に
迎
え
入
れ
、
有
機
農
業

を
中
心
と
し
て
環
境
に
配
慮
し
た
農
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
の
黒
毛
和
牛
の
原
点
で
あ
る
但
馬

牛
の
競
り
が
行
わ
れ
る
、
但
馬
家
畜
市
場
や
、
先

駆
的
な
養
蚕
家
で
あ
っ
た
上
垣
守
国
の
功
績
に
よ

っ
て
江
戸
時
代
に
始
ま
っ
た
養
蚕
文
化
な
ど
、
但

馬
の
風
土
に
育
ま
れ
た
伝
統
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
次
の
時
代
を
見
据
え
て
い
ま
す
。

そ
の
施
策
の一つ
が
、
3
次
元
仮
想
空
間
（
メ
タ

バ
ー
ス
）
に
、
仮
想
の
養
父
市
を
設
置
し
た
「
バ

ー
チ
ャ
ル
や
ぶ
」
事
業
で
す
。
吉
本
興
業
と
の
連

携
で
2
0
2
2
年
6
月
に
開
設
、
養
父
市
の
魅

力
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
世
界
中
ど
こ
か
ら
で

も
〝
や
ぶ
市
民
〟
に
な
れ
ま
す
。
現
在
、
養
父

市
の
人
口
は
約
2
万
2
0
0
0
人
で
す
が
、「
バ

ー
チ
ャ
ル
や
ぶ
」
で
は
、
人
口
1
0
0
万
人
を
め

ざ
し
て
コ
ン
テ
ン
ツ
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
も
、
養
父
市
に
伝
わ
る
名
医
伝
説
に
ち

な
み
、
過
疎
地
域
の
医
療
に
貢
献
す
る
全
国
の
若

手
医
師
を
顕
彰
す
る
「
や
ぶ
医
者
大
賞
」
も

2
0
2
3
年
で
第
10
回
を
数
え
、
地
方
で
活
躍

す
る
医
師
の
方
々
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
って

い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
様
々
な
方
々
に
養
父

市
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
多
様
な
形
で
関

わ
り
を
持
つ
「
つ
な
が
り
人
口
」
を
増
や
し
て
い

く
目
的
が
あ
り
ま
す
。

「
つ
な
が
り
人
口
」
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
デ

ジ
タ
ル
の
活
用
に
よって
、
遠
く
離
れ
て
い
て
も
心

理
的
距
離
を
縮
め
る
こ
と
が
可
能
な
時
代
に
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
物
理
的
距
離
を
縮
め
る
の
が
、

道
路
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
快
適

で
安
全
な
走
行
が
で
き
、
し
か
も
長
距
離
移
動

を
可
能
に
す
る
高
規
格
道
路
が
必
要
で
す
。

現
在
、
養
父
市
で
は
持
続
可
能
な
但
馬
地
域

の
公
共
交
通
の
あ
り
方
を
検
討
中
で
す
。
Ｊ
Ｒ
ロ

ー
カ
ル
線
沿
線
の
自
治
体
と
協
議
会
を
設
け
、
鉄

道
・
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
事
業
者
が
連
携
す
る

「
交
通
連
合
」
に
よ
り
、
利
用
者
の
利
便
性
を
最

優
先
に
時
間
・
料
金
・
管
理
の
壁
を
取
り
払
い
、

地
域
に
あ
う
交
通
の
し
く
み
を
構
想
し
て
い
ま
す
。

将
来
、
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
が
全
線
開
通

し
山
陰
近
畿
自
動
車
道
と
連
結
す
る
と
、い
わ
ば

但
馬
地
域
の
大
動
脈
が
で
き
ま
す
。
但
馬
地
域

内
を
細
か
く
走
る一般
道
や
ロ
ー
カ
ル
線
と
い
う
毛

細
血
管
と
、
都
市
と
結
ば
れ
る
大
動
脈
が
あ
って

こ
そ
、ひ
と
、も
の
の
流
れ
が
活
発
に
な
り
、多
様

な
つ
な
が
り
持
つ
但
馬
地
域
に
な
り
ま
す
。
今
後

も
様
々
な
挑
戦
が
で
き
る
〝
活
発
な
田
舎
〟
で
あ

り
続
け
る
こ
と
を
め
ざ
し
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

伝
統
を
大
切
に
し
な
が
ら

次
の
時
代
を
見
据
え
る

北
近
畿
自
動
車
道
を
大
動
脈
に

地
域
を
健
康
に
保
つ
交
通
網
を

人
々
の
移
動
を
支
え
、

地
域
と
共
に
一
世
紀

村上 宣人 氏

全但バス 株式会社 養父市長
広瀬 栄 氏

社長

養父市Yabu City

Yabu City

「つながり人口」を拡大し
“活発な田舎”であり続ける

大
阪
・
神
戸
を
結
ぶ
高
速
バ
ス
や

バ
ス
ツ
ア
ー
が
も
っ
と
快
適
に

高規格道路が広げる
都市との多様なつながり

高
規
格
道
路
の
延
伸
と
連
結
を

バ
ス
事
業
の
拡
大
に
つ
な
げ
る

全但特急バス
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レ
を
利
用
さ
れ
、
帰
り
に
お
土
産
を
購
入
さ
れ
る

お
客
様
が
多
く
、
レ
ジ
の
カ
ウ
ン
ト
だ
け
で
も
来

訪
者
は
年
間
で
60
万
人
を
超
え
ま
す
。

　
「
但
馬
の
ま
ほ
ろ
ば
」
は
、
こ
こ
だ
け
の
店
舗

で
あ
り
、
こ
こ
に
し
か
な
い
魅
力
づ
く
り
を
目
指

し
、
但
馬
地
域
の
5
つ
の
市
町
を
訪
れ
る
お
客
様

を
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
で
、
日
高
豊
岡
南
道
路
そ
し
て
豊
岡

道
路
と
順
調
に
道
路
が
延
伸
、
観
光
の
目
的
地

ま
で
の
所
要
時
間
が
大
き
く
縮
ま
っ
て
い
ま
す
。

レ
ジ
ャ
ー
の
楽
し
み
方
の
一つ
と
し
て
、休
憩
を
ゆ
っ

く
り
とって
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
る
よ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
当
駅
で
は
直
営
の
但
馬
牛
精
肉

店
を
持
つ
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、
ブ
ラ
ン
ド
牛
の
但

馬
牛
を
堪
能
で
き
る
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
本
場
の
味
を
存
分
に
味
わって
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

お
土
産
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
朝
来
特
産
の
岩
津
ね

ぎ
を
使
用
し
た
ラ
ー
油
や
ソ
ー
セ
ー
ジ
な
ど
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
商
品
も
扱
って
い
ま
す
。
こ
こ
で
し
か
手

に
入
ら
な
い
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
を
、
地
元
の
生
産
者
・

事
業
者
の
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
、
今
後
ま
す
ま

す
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
特
に
人
気
の
高
い
「
ま
る
ご
と
産
直

市
」
に
は
、
朝
来
市
を
中
心
と
し
た
周
辺
地
域

朝
来
市
に
あ
る
道
の
駅
「
但
馬
の
ま
ほ
ろ
ば
」

は
、
氷
上
I
C
―
和
田
山
I
C
間
の
供
用
開
始

と
同
時
に
、
2
0
0
6
年
7
月
に
開
業
し
ま
し

た
。
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
の
上
下
線
ど
ち
ら

に
も
直
結
し
、一般
道
路
か
ら
も
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。
敷
地
内
に
は
、
史
跡
の
ま
ち
朝
来
市

の
出
土
品
を
管
理
・
展
示
す
る
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
「
古
代
あ
さ
ご
館
」
を
併
設
し
て
い
る
こ
と

も
特
徴
で
す
。

国
か
ら
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
が
評
価
さ

れ
た
重
点
「
道
の
駅
」
で
あ
り
、
兵
庫
県
で
初
め

て
の
「
防
災
道
の
駅
」
に
も
選
定
さ
れ
て
お
り
、

公
共
的
な
機
能
の
向
上
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

立
地
的
に
京
阪
神
方
面
か
ら
北
近
畿
豊
岡
自

動
車
道
を
通
って
但
馬
地
域
に
入
る
玄
関
口
に
あ

た
る
た
め
、
朝
来
市
だ
け
で
な
く
但
馬
全
域
の
観

光
の
行
き
帰
り
に
立
ち
寄
ら
れ
る
お
客
様
が
多
い

で
す
。
春
夏
秋
冬
各
々
の
観
光
の
ほ
か
、
城
崎
温

泉
や
湯
村
温
泉
な
ど
は
年
間
を
通
し
て
人
気
が

あ
り
ま
す
。

行
き
は
休
憩
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
お
食
事
や
ト
イ

の
生
産
者
の
方
か
ら
毎
日
と
れ
た
て
の
新
鮮
な
野

菜
や
果
物
、
季
節
の
花
や
手
作
り
の
加
工
品
が
入

荷
し
て
い
ま
す
。
現
在
4
6
0
人
余
り
の
方
が
登

録
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
豊
岡
道
路
の
開
通
や
現
在

工
事
中
の
豊
岡
道
路
Ⅱ
期
に
よ
り
、
以
前
は
1
時

間
か
か
っ
て
い
た
地
域
と
30
分
で
結
ば
れ
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
遠
く
て
持
ち
込
み
が
難
し

か
っ
た
生
産
者
の
方
に
も
納
品
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
の
延
伸
に
よ
って
、
お

客
様
の
行
動
半
径
、
周
遊
範
囲
を
広
げ
る
と
同

時
に
、
但
馬
地
域
5
市
町
の
距
離
感
が
近
く
な

り
お
迎
え
す
る
側
の
地
域
連
携
も
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
当
駅
で
は
、
お
食
事
・
お
土
産
・
産
直

市
の
す
べ
て
に
お
い
て
、
よ
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広

げ
て
地
域
の
生
産
者
・
事
業
者
の
皆
様
と
協
力
し

て
い
く
こ
と
で
、
お
客
様
に
と
って一層
魅
力
あ
る

品
揃
え
や
企
画
を
実
現
し
、〝
目
的
地
〟
と
な
る

道
の
駅
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

朝来市長

地
域
の
生
産
者
・
事
業
者
の

皆
様
と
連
携
を
強
め
た
い

田中 孝佳 氏 
藤岡 勇 氏

道の駅　
但馬のまほろば　

旧
朝
来
郡
の
4
町
が
合
併
し
、
朝
来
市
が
誕

生
し
て
、
2
0
2
5
年
で
20
周
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
こ
は
兵
庫
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
京
阪
神

の
大
都
市
圏
を
結
ぶ
交
通
の
要
所
に
あ
た
り
ま

す
。
雲
海
の
パ
ノ
ラ
マ
か
ら
、
日
本
の
マ
チ
ュ
ピ
チ

ュ
、
天
空
の
城
と
呼
ば
れ
る
竹
田
城
跡
を
は
じ
め
、

生
野
銀
山
な
ど
の
史
跡
、
四
季
折
々
の
豊
か
な
自

然
に
恵
ま
れ
た
美
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

2
0
2
2
年
か
ら
の
8
年
間
、
第
三
次
朝
来

市
総
合
計
画
を
策
定
。「
人
と
人
が
つ
な
が
り
幸

せ
が
循
環
す
る
ま
ち
～
対
話
で
拓
く
朝
来
市
の
未

来
～
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。
人
口
減
少
の
解
決
に
向
け
て
、
特
に

女
性
が
活
躍
で
き
る
住
み
よ
い
ま
ち
を
目
指
し

て
、
子
育
て
の
サ
ポ
ー
ト
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
山
東
I
C
と
和
田
山
I
C
の
間
に
新
た

な
産
業
団
地
を
作
る
計
画
を
進
め
、
既
に
測
量

に
入
っ
て
い
ま
す
。こ
こ
に
I
T
や
A
I
関
係
な
ど

の
企
業
を
誘
致
で
き
れ
ば
、
若
者
の
雇
用
の
場
も

増
え
て
、市
内
の
経
済
を
支
え
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
第
三
次
朝
来
市
観
光
基
本
計
画
も
立

て
、「
暮
ら
す
よ
う
な
旅
」
を
楽
し
め
る
〝
こ
こ
に

し
か
な
い
物
語
を
紡
ぐ
ま
ち
〟を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

観
光
業
の
発
展
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

2
0
2
5
年
に
は
大
阪
・
関
西
万
博
が
開
催
さ
れ

る
の
で
、
京
阪
神
か
ら
北
の
方
へ
足
を
延
ば
し
て

朝
来
市
に
も
立
ち
寄
って
も
ら
え
る
よ
う
、
ま
た

竹
田
城
跡
が
閉
山
し
て
い
る
冬
期
や
早
朝
に
ド
ロ

ー
ン
を
飛
ば
す
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
新
酒
が
出
る
春

の
酒
蔵
巡
り
な
ど
、
魅
力
的
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ

を
開
発
中
で
す
。

観
光
業
を
盛
り
上
げ
交
流
人
口
、
そ
し
て
定

住
人
口
を
増
や
す
た
め
に
も
、
道
路
整
備
は
非
常

に
重
要
で
す
。
2
0
2
2
年
に
朝
来
市
を
訪
れ

た
観
光
客
は
年
間
約
1
8
8
万
人
。
車
で
中
国

自
動
車
道
か
ら
吉
川
ジ
ャ
ン
ク
ション
で
舞
鶴
若
狭

自
動
車
道
に
入
り
、
春
日
I
C
か
ら
北
近
畿
豊

岡
自
動
車
道
へ
通
って
こ
ら
れ
る
方
が
多
い
で
す
。

今
回
の
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
開
通
に
よ
り
、

京
阪
神
だ
け
で
な
く
、
山
陰
地
方
と
の
ア
ク
セ
ス

向
上
に
も
な
り
観
光
に
も
い
い
影
響
を
期
待
し
ま

す
。
豊
岡
出
石
I
C
が
で
き
た
こ
と
で
、
豊
岡
病

院
への「
命
の
道
」も
つ
な
が
り
ま
し
た
。
開
通
を
見

す
え
て
、
道
の
駅 

但
馬
の
ま
ほ
ろ
ば
の
E
V
車
用

急
速
充
電
器
を
増
設
し
、
上
下
線
で
活
用
で
き

る
計
画
も
進
め
て
い
ま
す
。

従
来
の
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
の
整
備
の
結

果
、「
大
交
流
」
が
実
現
し
、
道
の
駅 

但
馬
の
ま

ほ
ろ
ば
の
収
益
の
ア
ッ
プ
、「
播
但
貫
く
、
銀
の
馬

車
道　

鉱
石
の
道
」
の
日
本
遺
産
認
定
に
伴
う

観
光
客
の
増
加
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト
ッ
ク
効

果
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
、
豊
岡
道
路
Ⅱ
期
が

山
陰
近
畿
自
動
車
道
へ
と
延
伸
し
、広
域
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
つ
な
が
る
予
定
で
す
。
朝
来

市
は
交
通
の
要
所
と
し
て
、
こ
の
好
機
を
活
か
し

て
さ
ら
に
魅
力
を
高
め
、
よ
り
多
く
の
皆
様
に
来

訪
し
て
い
た
だ
け
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
暮
ら
す
よ
う
な
旅
」
を

楽
し
め
る
ま
ち
、
朝
来
市

「
大
交
流
」を
実
現
し
た

北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
の
開
通

行
き
に
帰
り
に
寄
り
や
す
い

「
但
馬
の
玄
関
口
」の
道
の
駅

駅長

　但
馬
全
域
の
魅
力
を
結
集
し

〝
目
的
地
〟と
な
る
道
の
駅
を
め
ざ
す

５
市
町
の
距
離
感
が
近
づ
く
こ
と
で

新
た
な
連
携
が
可
能
に
な
る

朝来市Asago City

Asago City
道の駅「但馬のまほろば」　外観と地域の産物が並ぶ店内

人と人が交流し、幸せが
循環するまちをめざして

京阪神の大都市圏を結ぶ
交通の要所が果たす役割
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44
社
が
加
盟
す
る
組
織
で
す
。
主
な
事
業
と
し

て
、
水
産
原
料
の
供
給
と
販
売
、
水
産
加
工
に
必

要
な
資
材
の
供
給
、
原
料
や
製
品
の
冷
蔵
保
管
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
加
工
技
術
の
研
鑽
に
も

力
を
入
れ
、
美
味
し
さ
と
品
質
保
持
の
向
上
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
加
工
過
程
の
残
さ
と
し
て
大

量
に
出
る
カ
ニ
ガ
ラ
を
、
農
産
物
の
有
機
肥
料
と

し
て
再
資
源
化
や
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
リ
サ
イ
ク

ル
な
ど
、
環
境
事
業
に
も
大
い
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

水
産
加
工
品
の
原
料
は
鮮
度
が
重
要
で
す
。

他
港
か
ら
買
い
付
け
る
水
産
原
料
は
、
北
海
道
や

青
森
か
ら
で
あ
れ
ば
、
船
で
舞
鶴
港
や
敦
賀
港
ま

で
運
び
、
そ
こ
か
ら
陸
送
（
道
路
利
用
）
し
て
い

ま
す
。
舞
鶴
港
か
ら
約
２
時
間
、
敦
賀
港
か
ら

は
約
３
時
間
を
要
し
ま
す
。
ま
た
、
北
陸
地
域

か
ら
は
陸
路
で
の
輸
送
と
な
る
た
め
、
2
0
2
4

年
問
題
と
も
い
わ
れ
る
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
働
き
方

改
革
に
対
応
し
、
よ
り
効
率
の
よ
い
輸
送
を
検
討

し
な
が
ら
ト
ラ
ッ
ク
を
走
ら
せ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
香
住
地
域
か
ら
全
国
へ
水
産
加
工
品
を

運
ぶ
際
に
も
同
じ
こ
と
が
い
え
ま
す
。
香
住
の
加

工
品
の
43
％
は
東
京
へ
の
出
荷
で
す
。
次
に
大
阪

が
24
％
、
名
古
屋
・
京
都
が
11
％
、
姫
路
・
神
戸

が
８
％
の
順
に
な
って
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
輸
送
を

「
香
住
漁
港
」
と
「
柴
山
港
」、
2
つ
の
活
気
あ

る
漁
港
を
構
え
る
香
住
地
域
は
、
新
鮮
な
海
産

物
の
宝
庫
で
す
。
特
産
の
香
住
ガ
ニ
や
松
葉
ガ
ニ
、

白
イ
カ
、
カ
レ
イ
の
ほ
か
、
四
季
を
通
じ
て
さ
ま

ざ
ま
な
魚
が
水
揚
げ
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
歴
史
を
た
ど
る
と
、
江
戸
時
代
か
ら
明

治
に
か
け
て
大
阪
と
北
海
道
を
結
ん
だ
「
北
前
船

（
き
た
ま
え
ぶ
ね
）」
の
寄
港
地
と
し
て
、
食
文
化

の
往
来
が
あ
り
、
生
活
の
知
恵
と
し
て
魚
介
類
の

優
れ
た
加
工
技
術
が
発
達
し
ま
し
た
。
そ
の
伝
統

を
受
け
継
ぎ
、
練
り
製
品
、
缶
詰
、
干
物
、
焼

き
物
、
ボ
イ
ル
、
珍
味
な
ど
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョン
豊

富
な
加
工
品
を
提
供
す
る
、
水
産
加
工
業
が
盛

ん
な
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
海
産
物
の
〝
目
利
き
〟
に
も
定
評
が

あ
り
、
現
在
で
は
、
北
は
北
海
道
、
青
森
、
秋

田
、
新
潟
、
石
川
、
富
山
、
福
井
な
ど
、
西
は
鳥

取
、
島
根
の
漁
港
か
ら
、
質
の
良
い
水
産
原
料
を

買
い
付
け
、
水
産
加
工
品
を
安
定
的
に
製
造
し
て

全
国
へ
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

香
住
水
産
加
工
業
協
同
組
合
は
、こ
の
地
域
の

い
か
に
迅
速
に
行
え
る
か
は
今
後
の
課
題
で
あ

り
、
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
の
延
伸
と
、
国
道

や
山
陰
近
畿
自
動
車
道
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に

大
い
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

香
住
産
の
水
産
加
工
品
は
、
良
質
で
あ
る
と
い

う
評
判
を
長
年
に
わ
た
り
全
国
で
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
こ
う
し
た
製
品
も
、
道
路
が
あ
って
こ

そ
、
よ
り
早
く
新
鮮
な
う
ち
に
目
的
地
に
届
け

ら
れ
ま
す
。
気
候
変
動
な
ど
環
境
の
変
化
に
よ

り
全
国
で
漁
場
が
変
わ
り
つつ
あ
る
中
で
も
、
私

た
ち
は
美
味
し
い
製
品
を
但
馬
地
域
は
も
ち
ろ

ん
、
京
阪
神
大
都
市
圏
や
東
京
・
豊
洲
市
場
へ
と

安
定
的
に
届
け
、
全
国
の
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ

く
こ
と
を
通
し
て
、
地
域
経
済
に
貢
献
し
て
い
き

ま
す
。

新
鮮
な
原
料
を
仕
入
れ

美
味
し
い
製
品
を
運
ぶ
た
め
に

兵
庫
県
北
部
の
日
本
海
に
面
す
る
香
美
町
。

標
高
1,
0
0
0
m
級
の
中
国
山
地
に
囲
ま
れ
、

林
野
が
約
86
％
を
占
め
る
自
然
に
恵
ま
れ
た
町
で

す
。
美
し
い
棚
田
の
風
景
に
加
え
、
海
水
浴
や
キ

ャ
ン
プ
、
ス
キ
ー
な
ど
四
季
折
々
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
も
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
人
と
人
、
人
と
自
然
の

共
生
に
よ
り
育
ま
れ
た
誇
る
べ
き
伝
統
や
文
化
が

あ
り
ま
す
。

一方
、
全
国
的
な
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
と
少

子
高
齢
化
に
直
面
し
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
り
、

町
の
魅
力
を
再
認
識
す
る
と
共
に
、
将
来
に
向
け

た
取
り
組
み
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
、
香
美
町
香
住
エ
リ
ア
を
含
む
地
域
は
、
古

く
か
ら
漁
業
基
地
と
し
て
地
場
産
業
を
支
え
て

き
ま
し
た
。
水
産
加
工
技
術
は
日
本
有
数
と
高

く
評
価
さ
れ
、
市
場
へ
の
出
荷
だ
け
で
な
く
、
近

年
は
香
住
ガ
ニ（
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
）や
の
ど
ぐ
ろ

な
ど
の
海
産
物
が
ふ
る
さ
と
納
税
の
人
気
商
品
と

も
な
って
い
ま
す
。
畜
産
業
も
重
要
な
産
業
の
ひ

と
つ
で
、
但
馬
牛
の
ル
ー
ツ
は
香
美
町
で
生
ま
れ

た
田
尻
号
だ
と
言
わ
れ
て
お
り
、
兵
庫
県
産
牛
肉

ブ
ラ
ン
ド
「
神
戸
牛
」
を
は
じ
め
、
日
本
全
国
の

黒
毛
和
種
の
ほ
と
ん
ど
が
そ
の
遺
伝
子
を
受
け
継

い
で
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
宿
泊
施
設
や
飲
食
店
な
ど
の
第
3
次

産
業
も
活
況
で
す
。
旅
館
や
民
宿
が
多
く
並
び
、

カ
ニ
や
魚
、
但
馬
牛
な
ど
を
使
っ
た
料
理
を
求
め

る
観
光
客
が
増
え
て
い
ま
す
。
来
町
者
の
約
70
％

が
京
阪
神
エ
リ
ア
か
ら
、
そ
し
て
そ
の
約
80
～
90

％
が
車
で
お
越
し
に
な
り
ま
す
。

　

地
場
産
業
と
共
に
生
き
る
町
と
し
て
発
展
を

続
け
る
た
め
に
は
、
日
本
全
国
へ
食
材
・
食
品
を

流
通
さ
せ
ら
れ
る
販
路
の
拡
大
、
関
係
人
口
を
増

や
し
地
域
消
費
を
増
や
す
こ
と
が
よ
り
重
要
に
な

る
で
し
ょ
う
。

香
美
町
の
産
業
を
維
持
・
発
展
さ
せ
次
世
代
へ

つ
な
ぐ
に
は
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
北
近
畿
豊
岡
自

動
車
道
や
山
陰
近
畿
自
動
車
道
の
整
備
に
よ
り
、

鮮
魚
や
水
産
加
工
品
の
輸
送
時
間
が
短
縮
さ
れ
、

よ
り
新
鮮
な
状
態
で
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
但
馬
牛
の
仔
牛
も
安
全
か
つ
ス
ム
ー
ズ
に
輸

送
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
畜
産
業
の
発
展
に
寄
与

し
ま
す
。

ま
た
、
観
光
客
の
80
％
以
上
は
自
家
用
自
動
車

で
移
動
す
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の

改
善
は
旅
行
先
の
選
択
肢
と
す
る
上
で
は
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
で
す
。

北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
の一部
で
あ
る
豊
岡
道

路
が
開
通
さ
れ
、
そ
の
の
ち
に
山
陰
近
畿
自
動
車

道
の
さ
ら
な
る
整
備
に
つ
な
が
る
こ
と
を
考
え
る

と
、こ
れ
は
非
常
に
大
き
な
出
来
事
で
す
。「
麒

麟
の
ま
ち
創
生
戦
略
会
議
」と
称
さ
れ
る
、
鳥
取

県
東
部
・
兵
庫
県
北
但
馬
、
1
市
6
町
と
の
他

地
域
交
流
も
促
進
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
香
美

町
と
し
て
も
新
鮮
な
海
の
幸
や
水
産
加
工
技
術
と

い
っ
た
特
徴
を
存
分
に
活
か
し
、但
馬
地
域
で
独

自
の
価
値
を
発
揮
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
資
源
に
恵
ま
れ
た
町
で

産
業
が
発
展

地
域
連
携
・
交
流
人
口
の

増
加
に
期
待

古
く
か
ら
種
類
豊
富
な

水
産
加
工
業
が
発
達

香美町長
浜上 勇人 氏長 一仁 氏

香住水産加工業
協同組合　
代表理事組合長

香
住
か
ら
全
国
へ
と
お
届
け
す
る

良
質
の
水
産
加
工
品

原
料
の
輸
送
、
製
品
の
出
荷
を

支
え
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
期
待

Kami Towm

Kami Towm
香住ガニの競り

香美町

地場産業と共に生き
次世代につなぐ町へ

魅力ある香美町の未来をつくるため
交通インフラ整備を活かしていく
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日
常
風
景
で
す
。
荒
湯
は
24
時
間
3
6
5
日
、

観
光
の
方
々
に
も
無
料
で
開
放
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
「
湯
が
き
文
化
」
を
は
じ
め
、
温
泉
と

共
に
あ
る
街
の
暮
ら
し
を
見
て
、
体
験
し
て
い
た

だ
け
る
こ
と
が
湯
村
温
泉
な
ら
で
は
の
魅
力
と
な

って
、
年
間
約
17
万
4
0
0
0
人
（
2
0
2
3
年

実
績
）の
お
客
様
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

湯
村
温
泉
の
お
客
様
の
交
通
手
段
は
、
約
60
％

但
馬
の
北
西
部
に
湧
く
、
湯
村
温
泉
の
歴
史
は

古
く
、
そ
の
開
湯
は
平
安
時
代
初
期
と
も
、
奈

良
時
代
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
１
９
８
０
年
代

に
は
ド
ラ
マ
『
夢
千
代
日
記
』
の
舞
台
と
も
な
り

ま
し
た
。
温
泉
街
は
半
径
4
0
0ｍ
ほ
ど
で
、
端

か
ら
端
ま
で
そ
ぞ
ろ
歩
き
を
す
る
の
に
丁
度
よ
い

大
き
さ
の
街
に
、
12
軒
の
旅
館
が
あ
り
ま
す
。　

湯
村
温
泉
の
〝
湯
〟
は
、
98
度
の
高
温
と
豊
富

な
湯
量
に
恵
ま
れ
た
、
無
色
透
明
・
無
味
無
臭
の

重
曹
泉
で
す
。
地
区
内
に
は
全
部
で
63
の
源
泉

が
あ
り
、
旅
館
の
ほ
か
民
家
で
も
所
有
し
て
い
ま

す
。
源
泉
を
持
た
な
い
家
に
も
、
水
道
同
様
に
温

泉
水
が
引
か
れ
て
い
て
、
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
冬
で

も
温
か
い
お
湯
で
手
や
顔
が
洗
え
ま
す
。
ま
た
、

重
曹
泉
の
性
質
か
ら
、
料
理
に
使
え
ば
味
が
ま
ろ

や
か
に
な
り
、
皿
洗
い
や
洗
濯
に
使
え
ば
油
汚
れ

が
よ
く
落
ち
る
と
重
宝
さ
れ
て
い
ま
す
。

温
泉
街
の
中
心
に
あ
る
「
荒
湯
」
と
呼
ば
れ
る

源
泉
は
街
の
共
有
財
産
。「
湯
が
き
」
と
い
っ
て
、

季
節
の
野
菜
や
山
菜
、
卵
な
ど
の
食
材
を
茹
で
る

湯
つ
ぼ
を
、
地
元
の
人
が
使
い
に
や
って
来
る
の
が

が
乗
用
車
、
約
35
％
が
大
型
バ
ス
で
す
。
乗
用
車

で
来
ら
れ
る
お
客
様
の
う
ち
約
半
数
は
、
京
都
・

大
阪
・
神
戸
か
ら
お
見
え
に
な
ら
れ
る
の
で
、
豊

岡
道
路
が
開
通
し
、
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
が

さ
ら
に
北
へ
と
延
び
た
こ
と
に
よって
、
お
客
様
の

交
通
の
便
が一段
と
良
く
な
り
、
私
ど
も
に
とって

も
商
圏
が
広
が
り
、
大
変
う
れ
し
く
思
って
い
ま

す
。

　

ま
た
、
バ
ス
を
使
っ
た
ツ
ア
ー
の
お
客
様
は
、
周

遊
観
光
の
中
で
当
温
泉
に
お
泊
り
に
な
ら
れ
る
の

で
よ
り
多
く
の
お
客
様
に
お
越
し
い
た
だ
け
ま

す
。
ま
た
新
た
な
周
裕
コ
ー
ス
も
生
ま
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
近
年
増
え
て
い
る
台
湾
か
ら
の
ツ
ア
ー

で
は
、
出
雲
大
社
、
大
山
、
そ
し
て
湯
村
温
泉
、

天
橋
立
、
姫
路
城
、
瀬
戸
内
海
で
朝
日
や
夕
日

を
見
て
、
関
西
国
際
空
港
か
ら
帰
国
す
る
コ
ー
ス

が
人
気
で
す
。
豊
岡
道
路
II
期
の
工
事
が
進
み
、

山
陰
近
畿
自
動
車
へ
と
つ
な
が
れ
ば
、
さ
ら
に
多

様
な
周
遊
観
光
に
対
応
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

で
き
る
も
の
と
、
と
て
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

昨
今
、お
客
様
が
宿
に
求
め
る
目
的
は
多
様
化

し
て
い
ま
す
。
女
性
グ
ル
ー
プ
に
喜
ば
れ
る
お
も

て
な
し
、
お
子
様
連
れ
で
の
び
の
び
で
き
る
こ
と
、

快
眠
で
リ
フ
レッ
シ
ュ
、
地
元
の
旬
の
食
材
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
っ
た
お
食
事
な
ど
、
目
的
に
応
じ
て
お

客
様
に
選
ん
で
い
た
だ
き
、
ま
た
町
全
体
で
お
迎

え
で
き
る
よ
う
、
12
軒
の
宿
そ
れ
ぞ
れ
が
個
性

化
・
唯
一化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
充
実
と
と
も
に
、
よ
り
多
く
の
お
客
様
に
温

泉
街
の
生
活
文
化
、
温
泉
と
共
に
あ
る
街
の
楽
し

み
、
そ
し
て
多
彩
な
宿
の
魅
力
で
ご
満
足
い
た
だ

け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

新温泉町長

朝野 泰昌 会長 
西村 銀三 氏

湯村温泉観光協会 

日
常
に
温
泉
が
あ
る
暮
ら
し
を

見
て
、体
験
す
る
楽
し
み

京
阪
神
圏
と
の
往
来
も

周
遊
観
光
も
一
段
と
便
利
に

浜
坂
町
と
温
泉
町
、
2
つ
の
町
が
合
併
し
、

2
0
0
5
年
に
誕
生
し
た
新
温
泉
町
。
町
名
の

と
お
り
、
新
温
泉
町
と
い
え
ば
温
泉
。
吉
永
小

百
合
さ
ん
主
演
の
ド
ラ
マ
「
夢
千
代
日
記
」
で
有

名
な
湯
村
温
泉
は
美
肌
に
い
い
炭
酸
水
素
塩

泉
。
源
泉
1
0
0
％
か
け
流
し
の
湯
が
人
気
の

七
釜
温
泉
は
神
経
痛
や
リ
ウ
マ
チ
に
効
果
的
と
い

う
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
徴
を
持
つ
温
泉
め
ぐ

り
を
楽
し
め
る
の
が
魅
力
で
す
。
一時
は
旅
館
の

倒
産
が
続
き
ま
し
た
が
、
外
部
資
本
や
地
元
の
水

産
会
社
な
ど
が
買
い
取
っ
て
、
新
た
な
旅
館
を
オ

ー
プ
ン
し
、
再
び
活
気
が
戻
って
き
ま
し
た
。

新
温
泉
町
に
は
、
日
本
海
が
誇
る
冬
の
味
覚
の

王
様
、
松
葉
ガ
ニ
や
、
高
級
ブ
ラ
ン
ド
牛
の
但
馬

牛
な
ど
の
特
産
物
も
豊
富
で
す
。
こ
れ
ら
の
恵
ま

れ
た
観
光
資
源
を
生
か
し
、
町
を
発
展
さ
せ
て
い

く
た
め
に
は
、
交
流
人
口
を
増
や
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
以
降
は
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョン

事
業
に
力
を
入
れ
、
東
京
の
大
手
企
業
と
の
交
流

も
増
え
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
最
近
は
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
方
が
廃
校
に
な
っ
た
小
学
校
の
跡
地

を
利
用
し
て
、
鹿
肉
の
ジ
ビ
エ
加
工
事
業
も
始
め

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

2
0
2
4
年
秋
に
は
但
馬
空
港
I
C
と
豊
岡

出
石
I
C
を
結
ぶ
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
の
豊

岡
道
路
が
完
成
し
、
南
北
の
軸
が
開
通
し
ま
す
。

そ
の
後
は
さ
ら
に
豊
岡
道
路
Ⅱ
期
、
そ
し
て
山
陰

近
畿
自
動
車
道
の
整
備
が
進
み
、
新
温
泉
町
ま

で
東
西
の
ラ
イ
ン
が
広
がって
い
く
予
定
で
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
京
阪
神
や
鳥
取
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
も

良
く
な
り
、
観
光
面
への
好
影
響
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
も
と
も
と
年
間
約
１
０
０
万
人
の
観
光
客
の

う
ち
、
約
70
％
が
京
阪
神
か
ら
の
ご
夫
婦
や
家
族

連
れ
で
、
そ
の
約
90
％
が
車
で
来
ら
れ
て
い
ま
す
。

道
路
整
備
に
よ
る
利
便
性
の
向
上
は
、
さ
ら
に
多

く
の
お
客
様
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
く
チ
ャ
ン
ス
と

な
る
は
ず
で
す
。

ま
た
、
鳥
取
県
と
は
日
本
遺
産
「
麒
麟
の
ま

ち
D
M
O
」（
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
）
と
し
て

連
携
し
て
い
ま
す
。
麒
麟
獅
子
舞
は
因
幡
・
但
馬

地
域
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
重
要
な
民
俗
文
化
財

で
、
そ
ん
な
霊
獣
麒
麟
が
息
づ
く
こ
の
地
域
を

「
麒
麟
の
ま
ち
」
圏
域
と
呼
び
、
観
光
や
移
住
定

住
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
連
携
し
、
地
域

経
済
の
発
展
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
山
陰
近
畿
自
動
車
道
整
備
に
よって
、

さ
ら
に
鳥
取
県
と
の
距
離
も
近
く
な
り
ま
す
。

鳥
取
空
港
か
ら
新
温
泉
町
ま
で
は
車
で
わ
ず
か
30

分
。
鳥
取
砂
丘
に
は
年
間
約
9
0
0
万
人
の
観

光
客
が
訪
れ
る
の
で
、
新
温
泉
町
に
も
足
を
延
ば

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
元
の
皆
さ
ん
に
も
協
力
し
て
も
ら
い
、
訪
れ

る
お
客
様
と
う
ま
く
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
と
り

な
が
ら
、
道
路
整
備
を
生
か
し
、
新
温
泉
町
な

ら
で
は
の
温
泉
め
ぐ
り
や
新
鮮
な
海
の
幸
を
よ
り

多
く
の
方
に
堪
能
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
願
って
い

ま
す
。

豊
富
な
温
泉
と
新
鮮
な
海
の
幸

資
源
に
恵
ま
れ
た
新
温
泉
町

道
路
整
備
に
よ
る
京
阪
神
や

鳥
取
か
ら
の
観
光
客
増
に
期
待

南北軸整備が促進
次はいよいよ東西軸へ

北近畿豊岡自動車道から山陰近畿自動車道へ
つながるネットワークに期待

朝野屋 代表取締役社長

新温泉町

〝選
ば
れ
る
〟
温
泉
街
と
し
て

 

魅
力
を
高
め
て
い
き
た
い

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
で

お
客
様
と
の
出
会
い
が
広
が
る

Shin-onsen 
Town

朝野屋　露天風呂彦星夜明け

Shin-onsen Town



Toyooka City

Asago City

Kami Town

Shin-onsen Town

Yabu City

(仮称)城崎温泉IC

(仮称)豊岡北JCT・IC

豊岡出石IC

日高北IC

但馬空港IC

日高神鍋高原IC

養父IC

山東IC

八鹿氷ノ山IC

和田山JCT・IC

(仮称)竹野IC

佐津IC香住IC
余部IC久斗IC

居組IC

新温泉浜坂IC

178

426

312

312

429

483

482

482

178

178

9

9

E72

E 9

E95

13 12

豊岡市

香美町
松葉ガニ、活イカ等が楽しめる日
本海に面した香住エリア、但馬牛
の放牧風景や美しい棚田が広がる
村岡・小代エリアからなり、四季
を通じて豊かな自然とグルメに出
会えます。（写真：香美町提供）

７つの外湯めぐりを楽しめる全国的に
も有名な城崎温泉をはじめ、西日本屈
指の神鍋スキー場、但馬の小京都とい
われる出石城下町など異なる魅力を楽
しめます。（写真：豊岡市提供）

出石城跡

神鍋高原

松葉ガニ

活イカ

城崎温泉

今子浦

朝来市
日本のマチュピチュとも言われる国
史跡の竹田城跡や生野銀山など中
世から近世にかけての遺産が魅力で
す。また岩津（いわつ）ねぎなどの
特産品も味わえます。（写真：朝来市提供）

竹田城跡 岩津ネギ

銀山坑道

但馬地域は、兵庫県北部に位置し、東は京都府、西は鳥取県に隣接しています。
構成する 3 市 2 町（豊岡市、養父市、朝来市、香美町及び新温泉町）のそれぞれ
の魅力をご紹介します。

養父神社　

養父市

新温泉町

かつて日本一のスズ鉱山として栄
えた明延鉱山、但馬5社のひとつ「養
父神社」、ハイキングやスキーが楽
しめる「ハチ高原」があります。
（写真：養父市提供）

明延鉱山

名前が示す通り、町のあちこちに温泉があり、
長い歴史を持つ湯村温泉の「荒湯」は多くの
方に愛されています。また、四季折々の豊か
な自然を満喫できます。（写真：新温泉町提供）

荒湯 
ライトアップ

上山高原ススキ

猿壷の滝

ハチ高原

area



◆豊岡病院からのドクターカー 30 分圏域の変化 建設中の豊岡出石 IC付近（R6年8月撮影）

◆大阪府中央卸売市
　場における国内の
　カニ取扱高

大阪→中国自動車道→舞鶴若狭自動車道→
北近畿豊岡自動車道→山陰近畿自動車道（豊岡北
JCT・IC〜城崎温泉IC）→豊岡竹野線→城崎

大阪→中国自動車道→舞鶴若狭自動車道→
北近畿豊岡自動車道（春日JCT・IC〜豊岡出石IC）
→国道312号→豊岡瀬戸線→城崎

大阪→中国自動車道→舞鶴若狭自動車道
（〜福知山IC）→国道9号→国道426号→
国道312号→豊岡瀬戸線→城崎

14

災害時においても機能する
道路ネットワーク

緊急医療機関への搬送時間を
短縮します

平成 16年の台風 23号では、円山川の氾濫により豊岡
市街地が浸水し、国道 178 号などの幹線道路で通行止
めが発生。（下図参照）
災害拠点病院である豊岡病院は浸水区域に立地（平成16
年当時）しており、病院への搬送ルートが途絶え、患者
の搬送など救急医療に支障が発生。【写真①、写真②】
北近畿豊岡自動車道の整備によって、災害時でも機能す
る信頼性の高い道路ネットワークを構築します。

緊急医療においては、搬送時間が重要です。北近畿豊岡
自動車道及び山陰近畿自動車道の整備によって、第 3次
医療機関である公立豊岡病院までの救急搬送時間が短縮
されることで、30分圏域が拡大します。

◆H16
　台風 23号時の
　浸水状況

○救命センターの医師、看護師等が乗務し、救命
処置等の必要な救急患者が発生した救急現場に出
場して医療行為を行うことによって、地域住民の
救命率の向上及び後遺症の軽減を図ることを目的
として運行されています。
○悪天候時に出動できないドクターヘリを補完し、
今以上の救命率向上が期待されています。

写真①豊岡病院（移転前）の
浸水状況

（H16.10 撮影）

写真②国道 178 号及び 426 号の
浸水状況

（H16.10 撮影）
資料：[ 浸水区域 ]
　　　兵庫県 地域の風水害対策情報洪水 H16 年実績
　　　[ 通行止箇所 ]
　　　兵庫県 台風 23 号による被害調査報告書、及び豊岡河川国道事務所調べ

【ドクターカー】

発
刊
に
寄
せ
て

こ
の
た
び
、
但
馬
地
域
の
行
政
・
医
療
・
観
光
・
産
業
な
ど

の
分
野
で
活
躍
す
る
方
々
か
ら
、「
地
域
が
持
つ
強
み
」
や
「
地

域
が
持
つ
可
能
性
」、「
地
域
の
将
来
像
」
の
ほ
か
、
地
域
を
つ

な
い
で
支
え
る
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
や
山
陰
近
畿
自
動
車
道

へ
の
期
待
な
ど
、
多
様
な
ご
意
見
を
お
伺
い
し
、
本
冊
子
「
魅

力
あ
ふ
れ
る
但
馬
」
と
し
て
と
り
ま
と
め
、
発
刊
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

南
北
軸
の
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
と
東
西
軸
の
山
陰
近
畿
自

動
車
道
が
基
幹
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
繋
が
る
こ
と
に
よ

り
、
災
害
発
生
時
の
交
通
確
保
、
救
急
医
療
機
関
へ
の
ア
ク
セ

ス
向
上
、
観
光
振
興
へ
の
支
援
な
ど
地
域
の
人
々
の
安
全
・
安

心
な
暮
ら
し
に
つ
な
が
り
ま
す
し
、
但
馬
地
域
と
周
辺
地
域
と

の
交
流
が
一
層
活
性
化
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
魅
力
あ
ふ
れ
る
但
馬
」
を
通
じ
て
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
但

馬
地
域
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、「
但
馬
地
域
に
行
っ
て
み
た
い
」

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

冊
子
発
刊
に
あ
た
り
、
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た

方
々
に
厚
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
6
年
9
月　

国
土
交
通
省
　
豊
岡
河
川
国
道
事
務
所
長

荒
谷 

芳
博

物流の迅速化により新鮮な
食材を届けます

所要時間を短縮し、利便性を高めます

漁獲高全国シェア上位を
占めるズワイガニをはじ
め、但馬地域を代表する
生鮮食品の京阪神方面へ
の輸送時間が短縮され、
鮮度保持・品質向上が期
待できます。

豊岡道路の開通に加え、現在事業中の豊岡道路（Ⅱ期）、城
崎道路が開通した場合、未整備時点の所要時間から約 78
分短縮される事になり、道路交通の利便性が向上します。

◆ズワイガニの漁獲量
　上位 10 市町

◆但馬地域の主要な観光入込客数

資料：H30 ～ R4 の過去5年平均
　　　大阪中央卸売市場年報　

資料（上）：
兵庫県観光客
動態調査（R4）
資料（左）：
未整備 H17 センサス
現在・整備後 R3 センサス　 資料：H30 海面漁業生産統計（市町村データ）余部橋梁（提供：香美町）

竹田城址（提供：朝来市）

城崎温泉（提供：豊岡市）

13.4%
北海道
11,910

鳥取県
10,416

その他
16,773

28.5%

18.8％

11.7%

15.8%
11.8%

兵庫県
25,439㎏

石川県
10,554

宮城県
14,074 

◆大阪～城崎間の所要時間変遷

暮らしを支え、未来を育む北近畿豊岡自動車道

　
観
光
・
産
業
の
振
興

　
く
ら
し
の
安
全
を
向
上
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